
　　　　

7 年 10 月 1 日

9 時 30 分から 18 時 30 分まで あり なし

健康・生活

運動・感覚

認知・行動

言語
コミュニケーション

人間関係
社会性

主な行事等 お誕生日会/水遊び（夏）/ハロウィンパーティ/クリスマス会/学びタイム/社会見学（消防署等）/近隣のゴミ拾い活動/買い物支援

家族支援
・家族からの相談事に対して、話を聞き取りを行い解決策を一緒に考える
・安心して利用が出来るよう、レスパイト支援や助言を行う

移行支援
・進級、進学や卒業後の移行先に、スムーズに移行が出来るようご家族や
関係機関と連携を図る

地域支援・地域連携
・近隣公園や図書館、児童館を利用する
・身近な地域の中で、安心して過ごせるよう支援を行う

職員の質の向上
・日々、支援前にはミーティングを行い利用児童の状態把握を行う
・定期的に外部での、研修会に参加、周知等のスキルアップに努める

支　援　内　容

本
人
支
援

・日常生活での基本的動作（食べる、排泄、着替える）を本児の成長段階を把握しながら、積み重ねの支援で、本人が自発的に出来るようになるの定着を図る

・ドッチボール遊びや、体育遊び（とび箱、縄跳び）を通して身体の発達を促していく。また、近隣散歩や公園遊びで体力作りを行う
・製作活動を通して、ハサミやのり付け、アイロンビーズで手指訓練を行う

・月１での活動に、学びタイムを実施。学びタイムの中で言葉、行動の良し悪しを理解し日常生活で、実施できるよう支援を行う

・本人の伝えたい事を見逃さず、汲み取りながら気持ちの表現方法を習得できるよう支援を行う
・帰りの会時に、発表の機会を設け本人の気持ちを言葉・ジェスチャーで伝える、お話を聞くの力がつけられるよう支援を行う

・集団生活を通しながら、ルールを守る事の大切さや役割分担で成功体験を経験し、安定した人間関係に繋げられるよう支援を行う

法人（事業所）理念 利用者一人ひとりの尊厳を守る/笑顔が絶えない場所/安らげる場所/真心で接する/安心を与える/地域貢献に寄与

支援方針
・日々の一人ひとりの情緒面を把握し、安定を図る
・小集団の活動に参加し、沢山の成功体験を積み立て自立（地域で過ごす）に繋げていく

営業時間 送迎実施の有無

（別添資料１）

事業所名 児童デイサービス結らんど上勢 支援プログラム（参考様式） 作成日


